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の各小学校　取り組み

　定山渓小学校は、人口190万人の札幌市の

南区定山渓にあります。定山渓は、自然と温泉が豊かな

札幌の奥座敷とも言われている観光地です。全校児童

38名の小規模校で市内でも珍しい複式学級のある学校

です。

　マーチングバンドがあり、全校児童一緒に力を入れ

て練習に励んでいます。

　春には、花植え活動、夏には運動会や地域清掃活動、

秋には、お祭りでのマーチング演奏、冬には、雪中運動

会を地域と合同で行っています。

　保護者と地域と学校が一体となって子どもたちの成

長を見守っている小さな学校です。

学校紹介

　森林学習を行うにあたり石狩地域森林ふ

れあい推進センターの方々にご協力いただき、活動場

所や資料などの提供・提示をいただきました。森林学習

の場所は、学校の学級園の一画と、南区奥定山渓の森で

す。森は、学校から国道230号線を20Kmほど南下して、

中山峠の手前にある国有林の林道を入っていったとこ

ろにあります。

活動場所

　全国の各地からの参加した他の学校の取

り組みを知ることで、森林学習に広がりと可能性を感

じました。本校は、自然を育む森林の再生をテーマに活

動を行ってきましたが、森林が果たす役割は、豊かな自

然を育む土台であるだけでなく、森林が自然と人をつ

なぐ役割、人と人とをつなぐ役割をしていることを強

く感じました。

　今回の活動を共に行った全国の学校をはじめ、札幌

市内の近隣校とも「森林」を一つのきっかけにして情報

交換や交流が行うことができたらと思っております。

今後の夢・希望・活動計画
サミットに参加してみて・・・

Regrowth of Jozankei’s Nature
～定山渓の自然の再生をめざして～

阿久津光佑／大野良／坂井和月／オーデルマットトーマス6年
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児童の発表
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先生からの補足� 補足資料（実践の成果と課題）森林環境教育の実践について

札幌市立定山渓小学校

　幼いころから身近に感じてきた自然（森

林）について、改めて学習することで、現

状や成り立ちなどに深く関心を持つことができました。

親となる木から種を拾い、それを育てるという4年間の

継続した体験を通して、自分たちとともに成長する木を

感じ、森に愛着を持つことができました。

　森林管理局とタイアップした森林学習は、今年度まで

となりますが、6年生には、自分たちが育てた定山渓の

森を大切にするとともに、この地に誇りを持って成長し

ていってほしいと願っています。

実 践 の 成 果 実践の効果や子どもの成長、今後の期待など

・森をどう再生していくことが良い方法な

のか。

　（どのような木をどこに増やすように活動したらよい

のか。）

・採取した木々の種子をどのように育てたらよいのか。

　（苗木を育て、森に強く根付くようにするには、どう

したらよいのか。）

・年度をまたいだ継続的な学習ではあるが、単年度での

学習回数は少ないので、日常の学習や行事とどのよう

に関連させて、子どもたちとともに学びを深めていく

か。

・6年生卒業後、今後どのようにこの学びを続けていく

か。

実 践 の 課 題 苦労したことや困ったことなど

・森林管理局の方々の協力により、「森林

の機能」、「森林づくり」、「森林の生

物多様性」など調査、体験する機会をいただいた。ま

た、種拾い及び定植のため、奥定山渓の国有林に活動

の場を設定していただくことができた。

・種拾い→ポット→カミネッコン→定植することで、苗

が定植した際に根付きやすくなるというカミネッコン

を用いた苗木の育成方法を学ぶことができた。

・森林学習での学びを、理科の自然観察や5年生での宿

泊学習での森の観察会などでも振り返りながら学習を

進めてきた。

課 題 へ の 対 応 工夫したことや課題の解決策など

　森林学習は、定山渓中学校と合同で行っ

たことがあり、中学生の研究発表を見せて

もらうことができた。小学校で学んだ経験や疑問を中学

校で深め、学習をしていってほしい。

　また、今年度をもって、継続してきた森林学習は区切

りをむかえるが、6年生の発表から、定山渓の森を育む

大切さとその方法を受け継いで、今後の活動方法を模索

していきたい。

そ の 他 今後の計画や方向、抱負や希望など
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の各小学校　取り組み

　泉沢小学校は、開校17年目のま

だ新しい学校です。広大な森林に囲まれ、近

くには支笏湖温泉などもあります。また、新

千歳空港にも近く、今年の8月には高速道路

の千歳空港インターチェンジも新しくでき

ました。児童数は305名です。「元気、明る

さ、思いやり、進んでチャレンジ　泉っ子」

を全校児童の合い言葉にして、いろいろな

活動をしています。

学校紹介

　主な活動場所は、「学校林」と

「かがやきの森」（遊々の森）です。「学校林」

はグラウンドのすぐ横にあり、休み時間に

は、子どもたちがおにごっこをしたりして

遊んでいます。楽しい遊び場になっていま

す。「かがやきの森」では、石狩森林管理署の

方の指導のもと、植樹、下草刈り、枝打ちな

どの活動をしています。学校から500mくら

いのところにあります。

活動場所

　この活動を通して、自然のすば

らしさや環境を守っていくことの大切さを

学ぶことができます。学校から少し離れて

いることや、クマの出没場所でもあるので、

気軽に行くことはできませんが、先輩から

引き継いだかがやきの森を大切に育ててい

きたいと思っています。

今後の夢・希望・活動計画
サミットに参加してみて・・・

「かがやきの森」活動

中橋伯鳳／吉田知生6年
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児童の発表

学校林 遊々 森 全国子 i母 海  

表要旨  

 

 

活動のテーマ 

 

  や 森 活動 

   ☆ 森林 遊  ☆ 森林学習 ☆ 林業体験 通 自然 大 知 う 

 

学校名 

    千歳市立泉沢 学校 

発表者 

     中橋伯鳳 田知生 

学校の紹介 

    開校ビベ 目 広大 森林 新千歳空港 近い学校

ン 横 遊歩 ン 野外 あ 学校林 あ

日常 観察や体験学習 場 活用 い  

活動フィールドの様子 

    学校 自転車 い や 森 あ

や 森 学習 あ 時 自転車 行 私

植え 木 植え あ 支笏湖周辺 興 森 活動

い  

６ 活動の内容や様子 成 24 度  

   生ん葉 学習 苗作  

   生ん葉 学習 ン  

   生ん枝打 ン植樹 

   生ん枝打 ン植樹 

   生ん樹木 選定 ン製作 植樹 

   生ん 興 森 支笏湖周辺 植樹 樹木 外  
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先生からの補足� 補足資料（実践の成果と課題）森林環境教育の実践について

千歳市立泉沢小学校

　1・2年生は「生活科」3年生以上は「総合」を基本に行っています。また、教科との関連は整理さ

れています。

「かがやきの森」を活用した　学習例

活　　動　　例 関連学年と教科

森
林
で
の
遊
び

森
林
学
習

〈造形・工作・遊び〉

・草花や木などの自然にふれあいながらそれら

を使って工夫して遊ぶ。

・落ち葉や木の実を集め工夫して遊んだり、お

もちゃや飾りを作ったりする。

・造形遊び

・ネイチャーゲーム

・丸太切り

・木工クラフト作り、つる細工、

・沢での水遊び

〈製造・建築〉

・枝打ちの枝や倒木を利用して炭を作る（炭焼

き体験）

・ベンチ、テーブル、ハンモックなどの作成。

・隠れ家作り（ツリーハウスなど）

・昔の人々の住居の作成（たて穴式住居など）

1年生活：外へ行こうよ（みんなで遊ぼう、草花

で遊ぼう）

1年生活：あきとあそぼう（つくって遊ぼう、み

んなでたのしもう）

1年図工：おもしろいかたちいっぱい（いしのへ

んしん、はっぱのへんしん）

2年図工：外でもできるね

3年図工：切って切ってトントン（「ゆかいな木」

か「えだをつかって」）

5年図工：ダイナミックスペース

6年図工：地球アート

5年国語：森を育てる炭作り

5年図工：ダイナミックスペース

6年図工：地球アート

6年社会：大昔の暮らしをのぞこう（発見！体験！

大昔のくらし）

「泉沢の教育」教務22より一部抜粋

活 動 の 関 連

　本校の「かがやきの森」の活動は「石狩

森林管理署」と連携して進めています。専

門家が学習に協力してくださることは、子どもたちにと

って貴重な体験となっています。しかし、雨で外での活

動ができない時、改めで別の日程を設定するのが困難な

状況にあるため、急遽学校内での活動に変更するなど、

当初の予定通りに活動ができなかった年もあります。

　「かがやきの森」の活動時期である、6〜9月はスズ

メバチの活動が活発になるので、十分な注意が必要にな

ります。また、今年度「かがやきの森」では、春先に熊

の目撃情報もありました。今まで学習に支障が出たこと

はありませんが、危険と隣り合わせということを忘れず

に活動しなければなりません。

　「かがやきの森」に行く時に、自転車で移動している

ため、交通事故にも十分に注意させる必要があります。

気 を つ け て い る こ と・苦 労 な ど

　この活動が「石狩森林管理署」の協力な

くして成り立たない活動になっているの

が現状です。各学年、授業時数が年間4時間と少ないた

め、どうしても学習の深まりに欠けてしまいます。今

後、更に学習の深まりや継続性を持たせるために、学校

林を活用した活動を、もっと積極的にすすめる必要性を

感じています。今後、総合的な学習を中心とした教育課

程の見直しを行っていく予定です。

今 後 の 展 望
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